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農
地
整
備
課
長　

土
地
改
良

法
に
よ
り
、
氷
川
大
堰
整
備

事
業
の
環
境
配
慮
の
た
め
の

情
報
会
議
で
す
。

米
村
副
委
員
長　

町
営
住
宅

の
建
設
計
画
は
あ
り
ま
す

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、

検
討
中
で
す
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容

米
村
副
委
員
長　

債
務
負
担

行
為
補
正
で
、
計
画
策
定
業

務
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。

健
康
福
祉
課
長　

介
護
保
険

法
に
よ
り
、
給
付
と
サ
ー
ビ

ス
を
適
正
に
行
う
た
め
の
保

険
量
算
定
計
画
で
す
。

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

総
合
交
付
金
の
減
額
に
伴

う
も
の
で
す
。

主
な
審
査
内
容

片
山
委
員　

受
益
者
負
担
金

を
減
額
し
た
件
数
は
ど
れ
だ

け
で
す
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

当
初
は

80
件
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
実
績
に
よ
り
10
件
減

ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
消
費
税
率

改
正
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
３
件
の
条
例
改
正
に

つ
い
て
は
、
質
疑
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員

会
の
所
管
す
る
主
な
補
正
予

算
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補

助
金
７
５
０
万
円
で
す
。

主
な
審
査
内
容

　
　
　
　
　

こ
の
補
助
金

は
、
個
人
資
産
形
成
に
寄
与

す
る
も
の
で
、
資
産
の
な
い

人
は
利
用
で
き
な
い
が
、
そ

の
よ
う
な
議
論
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
。

商
工
観
光
課
長　

商
工
観
光

振
興
協
議
会
及
び
建
設
業
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
役
立
ち
、
不
公

平
と
の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

河
口
委
員　

所
有
者
と
使
用

者
が
同
一
で
な
い
と
適
用
さ

れ
な
い
の
で
、
二
・
三
親
等

ま
で
広
げ
た
ら
ど
う
で
す

か
。

商
工
観
光
課
長　

検
討
し
て

み
ま
す
。

米
村
副
委
員
長　

地
域
環
境

情
報
委
員
の
任
務
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

減
額
し
ま
し
た
。

　

国
庫
補
助
金
の
削
減
に
よ

り
事
業
内
容
を
見
直
し
た
こ

と
と
、
高
利
の
起
債
を
繰
り

上
げ
償
還
し
た
こ
と
が
理
由

で
す
。

主
な
歳
入

○
国
庫
補
助
金

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金　

△
３
，
９
７
０
万
円

・
下
水
道
債

△
３
，
６
３
０
万
円

・
一
般
会
計
繰
入
金

△
５
５
９
万
円

主
な
歳
出

・
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工

事　

△
６
，
９
９
６
万
円

・
公
共
下
水
道
上
水
道
等
移

設
補
償
費
△
７
４
４
万
円

・
長
期
債
利
子△

６
５
６
万
円

◎
氷
川
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
改
正
さ
れ
る
た
め

と
、
竜
北
処
理
区
と
宮
原
処

理
区
で
使
用
料
金
の
端
数
処

理
が
異
な
っ
て
い
た
も
の
を

統
一
し
ま
し
た
。

◎
氷
川
町
税
外
収
入
金
に
係

る
督
促
手
数
料
及
び
延
滞

金
徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◎
氷
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
◎
氷
川
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
税
及
び
地
方
税
の
延
滞

金
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
税

外
収
入
に
係
る
延
滞
金
の
割

合
の
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
１４
・
６
％
の

固
定
で
し
た
が
、
特
例
基
準

割
合
（
注
１
）
に
７
・
３
％
を

加
え
た
数
値
を
適
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
上
限

は
１４
・
６
％
）

（
注
１
）
国
内
銀
行
の
貸
出
約

定
平
均
金
利
の
前
々
年
１０
月
か

ら
前
年
９
月
ま
で
の
平
均
に

１
％
を
加
算
し
た
割
合
。

法
に
関
す
る
制
度
改
正
シ

ス
テ
ム
対
応
委
託
料

３
１
４
万
円

○
衛
生
費

・
児
童
医
療
費
９
１
１
万
円

○
商
工
費

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
補
助
金　

７
５
０
万
円

○
消
防
費

・
旧
吉
野
農
協
事
務
所
解
体

工
事
請
負
費
６
９
６
万
円

◎
平
成
２５
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
，
６
９
０
万
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

主
な
歳
入

○
介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金

１
，
１
２
６
万
円

○
繰
越
金
１
，
５
５
４
万
円

主
な
歳
出

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

４
０
９
万
円

・
国
庫
支
出
金
等
返
還
金

（
２４
年
度
分
を
国
へ
返
還
）

９
８
５
万
円

・
繰
出
金

（
２４
年
度
分
を
町
へ
返
還
）

１
，
２
７
５
万
円

◎
平
成
２５
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
，
３
０
０
万
円
を

◎
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
は
、
議
会

に
お
い
て
選
挙
す
る
こ
と
が

地
方
自
治
法
で
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
次
の

４
名
を
指
名
推
薦
に
よ
り
決

定
し
ま
し
た
。

●
藤
坂
史
人
氏
（
島
地
）

●
田
口
英
輔
氏
（
新
村
）

●
永
田
俊
雄
氏
（
高
塚
）

●
宮
村 

惇
氏
（
西
上
宮
）

　

平
成
２５
年
１２
月
９
日
か
ら
１３
日
ま
で
の
日

程
で
、
１２
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
条
例
５
件
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
、
工
事
請

負
契
約
の
変
更
１
件
で
、
全
て
を
原
案
通
り

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

決
定
し
た
主
な
も
の

条

　例

予

　算

契

　約

12月
定例会などに活用

地域の元気臨時交付金
防災倉庫・図書館建設

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
、
条
例
２
件
、
予
算

１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変

更
１
件
で
す
。
全
案
件
と
も

委
員
全
員
賛
成
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

◎
氷
川
町
図
書
館
建
設
基
金

条
例
の
制
定

　

こ
の
条
例
は
、
国
か
ら
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
と

し
て
、
図
書
館
建
設
に
４
，

６
８
５
万
円
が
交
付
さ
れ
る

の
に
伴
な
い
翌
年
度
へ
基
金

と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
で

す
。

主
な
審
査
内
容

　
　
　
　
　
　

  

ど
の
様
な

判
断
基
準
で
金
融
機
関
の
選

定
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　

  

安
全
か
つ
効

率
的
な
管
理
運
用
を
基
本
と

し
、
町
内
の
金
融
機
関
に
利

率
の
引
き
合
い
を
し
て
、
最

も
有
利
な
と
こ
ろ
を
選
定
し

常
任
委
員
会
報
告

◎
氷
川
町
図
書
館
建
設
基
金

条
例

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ

り
交
付
さ
れ
る
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
を
図
書
館
建
設

事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め

に
基
金
を
設
け
て
積
立
て
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

◎
平
成
２５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
は
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　

９
，
０
６
３
万
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

主
な
歳
入

○
総
務
費
国
庫
補
助
金

・
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

８
，
５
９
１
万
円

・
市
町
村
合
併
推
進
体
制
整

備
費
補
助
金

△
３
，
２
６
３
万
円

○
民
生
費
県
補
助
金

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
係
る
電
子
シ
ス
テ

ム
構
築
等
事
業
補
助
金

３
０
５
万
円

○
繰
越
金
４
，
２
５
１
万
円

主
な
歳
出

○
総
務
費

・
図
書
館
建
設
基
金
積
立
金

４
，
７
０
０
万
円

○
民
生
費

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
３

◎
竜
北
中
学
校
体
育
館
耐
震

補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

請
負
契
約
の
変
更

　

シ
ロ
ア
リ
駆
除
工
事
の
追

加
、
緞
帳
の
改
修
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
面
積
の
増
加
な

ど
に
よ
り
１
，
１
３
０
万
円

の
増
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
変
更
後
の

契
約
額
は
２
億
３
，
２
８
５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

基
金
を
有

価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　

現
在
の
と
こ

ろ
有
価
証
券
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　
　
　
　

  

図
書
館
建
設
費

の
う
ち
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
の
割
合
は
ど
の
位
で
す

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

建
設

費
は
、
概
算
で
約
３
億
７
，

０
０
０
万
円
を
予
定
し
、
そ

の
中
の
４
，
７
０
０
万
円
で

す
。

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
財
源

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

財
源
は
、

臨
時
交
付
金
が
12
％
、
そ
の

他
は
、
合
併
特
例
債
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◎
氷
川
町
税
外
収
入
金
に
係

る
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金

徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
納
期

限
一
ヶ
月
以
内
の
納
付
の
場

合
に
延
滞
金
の
割
合
を
９
・

２
％
か
ら
２
・
９
％
に
引
き

下
げ
る
措
置
で
国
の
基
準
に

合
わ
せ
た
改
正
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の

所
管
す
る
主
な
補
正
予
算

は
、
歳
入
に
お
い
て
、
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
が
総
額

９
，５
９
５
万
円
交
付
さ
れ
、

防
災
倉
庫
・
図
書
館
実
施
設

計
及
び
建
設
・
農
地
整
備
基

盤
整
備
事
業
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し

て
、
旧
吉
野
農
協
事
務
所
解

体
工
事
６
９
６
万
円
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
健
全
育
成
事

業
委
託
料
１
１
９
万
円
、
食

の
自
立
支
援
事
業
委
託
料

１
５
４
万
円
な
ど
で
す
。

主
な
審
査
内
容

　
　
　
　

  

旧
吉
野
農
協
解

体
は
、年
度
内
完
成
で
す
か
。

　
　
　
　
　

年
度
内
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

  

農
協
用
地
と
町

有
地
の
関
係
で
、
農
協
は
梨

の
出
荷
で
町
有
地
を
利
用
し

て
い
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　

そ
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　
　

  

選
果
場
壁
面

と
境
界
の
距
離
は
ど
の
位
で

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
、
条
例
３
件
、
予
算

３
件
で
す
。
全
案
件
と
も
委

員
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

◎
氷
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◎
氷
川
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
税
外
収
入

延
滞
金
の
割
合
を
減
ず
る
も

の
で
す
。

◎
氷
川
町
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

す
か
。

　
　
　
　
　

約
１
ｍ
で
す
。

◎
竜
北
中
学
校
体
育
館
耐
震

補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
請

負
契
約
の
変
更

　

内
容
は
、
請
負
金
額
の

変
更
で
約
１
，
１
３
０
万

円
を
追
加
し
て
、
総
額
約

２
億
３
，
２
８
５
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。追
加
工
事
は
、

白
蟻
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
、緞
帳
の
新
設
、ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
等
で
す
。

清
田
副
委
員
長

清
田
副
委
員
長

笠
原
委
員
長

江
嵜
委
員

江
嵜
委
員

総
務
課
長

総
務
課
長

河
口
委
員

片
山
委
員

河
口
委
員

総
務
課
長

江
嵜
委
員

江
嵜
委
員

木
本
生
涯
学
習
課
長

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

企
画
財
政
課
長

平
成
２５
年
１２
月
定
例
議
会
か
ら
、
議
案
を
各
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
慎
重
審
議
を
行
っ
て
、
委
員
会
採
決
を

し
た
あ
と
、
本
会
議
に
委
員
会
報
告
と
し
て
提
出
す
る

仕
組
み
に
替
わ
り
ま
し
た
。

総
務
文
教

産
業
建
設
厚
生

商
工
観
光
課
長

農
地
整
備
課
長

商
工
観
光
課
長

米
村
副
委
員
長

米
村
副
委
員
長

米
村
副
委
員
長

健
康
福
祉
課
長

建
設
下
水
道
課
長

建
設
下
水
道
課
長




